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i 目的

下北郡大間町から束通村K至る沿岸漁民の生産と所得の向上を図るため、大型魚礁の設置tてより

人工漁場を造成する代あたり、自然的、社会的、経済的環境条件を調査して、魚礁設置の適地判定

に遺憾なきを期する。

耳調査内容

1. 調査期日 昭和 40年?月? 臼

昭和 4 1年 5月 17日.......2 1日

風間浦村~東通村沖

AM3-4552第 5輝丸 2.4 4卜ン 15馬力(r{J和 40年〉

AM3-3299第 5永遠丸 2.82トン 20馬jJC昭和 4I年〉

(いずれも産研製ベット!t.5 0 KC魚、探装備)

J良質、水深、地形、漁業状況

2. 調査区域

5ι 調 査船

4. 調査項目

5. 調査方法

調査の方法として魚群探知機(ペット型 50 KC)を使用し所定の調査水域を調査点 49点を選

定、小型船舶によコて縦横航wし、水深、底質主〉分布、及び海底り起伏状況を調査した。

位置の測定には六分機、三粁分度器を併用し地図は 5万分の 1地形図を使用し、水平爽角i去に

よタ実施した。

底質(堆積物)は径 13 C況の鉄製漏斗型採内最を使用し、海底を数m.......数 10m曳航して採取し

た。

採取した堆積物は試験場に持帰lJ8 71llTI.、 4 li!lli、 27i初、 1 7Jl!!、 0.5 I!tr!i、 0.2 5 J，7Jh、 0.1 2 5 ~号、

O. 0 6 2 l!Wiの分析飾をもちい、かもに 5 0 9の試料を水洗法によってふるった。た Yし、試料採

取量の少老い分については宮市による分析を行なわず、肉眼観察により底質を判定した。なな、粒

径 O.2 5 l!Wi以下の縮粒土佐積物の合有率bよび、貝殻、石灰藻等のカルシューム分合有率をも表示

した。関係地区の漁業状況調査は闘取タがよび既存資料の収集によって訟乙念った。

E 調査結果

調査海域の7J¥深むよび底質は 1s誌のとなDである。

水深なよび底質分布状況を概観すると、甲崎以西では陸棚か咲くところどころにめだった岩礁が露

出し、堆積物は粗粒で、粒径 O.2 5 wl!以下の細粒堆積物はふつう 1 0帰以下である。甲崎から焼山

崎の閣では距岸 5‘60 0....... 4唱 20 0 mで陵榔平担面の縁辺の水深 120mに達し、ここから海底傾

斜が急(rC;iつてなb、 120m等深線から七日 OOm内外で 30口m以深に達する。甲崎以西の陸

棚は侵蝕面の特徴があらわれている。

申崎以束、特に湾入部の中央付近では海底の傾斜がゆるやかで陸棚が広〈、陸棚平担面にないて

沿岸の浅いところを除けば岩礁がほとんどない。堆積物は中砂または細砂が玉体(rC1，とってな夕、粒

径 O.2 5 l!Wi以下の細粒堆積物の含有率は大部分のところで 20 %以上であ D、 70%以上のところ

もみられる。ことの陸棚は堆積面の特徴があらわれている。水深 4口m内外のところには貝殻や石
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灰藻左どのカルシユーム分が多量に堆積しているととろがある。

大Y.tfiji! i中から甲崎沖までの間の陸棚は侵蝕面と堆積面との両方の特徴。加に長されたc ころで、堆

積物はふつう中砂でる夕、あまタはっき bし左い岩盤が断続して同る。

各調査点の堆積物。分析結果は 1表のとがbであるっこれを特徴るるグノレーブごと(口、長IiUすれば、

ほ三つぎのとなりである。

1.下風呂沖漁場の堆積物

モロ円子百三立己[貝日
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焼山崎から甲的までの沖'I)7}'(深 60--守口 mの聞に広がる下風呂沖漁場。堆積物(士、粒径中央値

が一日 15--口.85、海汰係:致が 0.3--0.7 4で、粗毛l川崎主体で、淘汰か割合よい。ここο堆積物

は粒雀 0.25 'fiUll以下。粕校堆惹吻の含百率がいずれも 5%以下で小さ lρ 乏が特徴で4うる。貝殻等カ

ノレシューム分含有率は詫査点による変動が大きい。

0.2 3 

2 湾入部の共同漁業権漁場外心暗捌半担面の堆示物
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ζこの堆積物は粒径中央値が口目 45-1.92、淘汰係数が O.4 0 - 1. 8 5で、大部分のととるが

中砂または細砂が玉体で、淘汰は中程度である。細粒堆積物。含有率が 17-72%、平均 32 % 

で、前記下風呂沖漁場のそれに較べてはるかに大きい。貝殻等カノレ、ンューム分え有率は 7- 2 8 % 

でさるる。このi海域はlま釣D漁場として利用されてい左いところである。

3. 下風呂地区の漁業者が魚のい左い場所〔厳密には釣漁場として価値ない場所〕だというところ

の堆積物

調査点 水 深粒 径 中 央 値 淘 汰係数-fiFEE「 問 。 含 解

2 6 4宵l 1. 3 0 O. 3 2 3 8.9労 1.4% 

5 7 5 1. 1 0 。.35 2 0.8 1. 2 

4 8 3 2.0 0 0.5 3 7 5. 1 D. 8 

1平 均 7 4.0宵1 1. 4 7 0.4 0 I 4 5.0% 1. 1 % 

粒径中央値が1.1日- 2田口口、淘汰係数が 0.32-日53で、中正主または細砂が主体で、淘汰が

よい。細粒堆積物の含有率が 20 - 7 5労で大きい。貝殻等カルシユーム分合有率が口.8-1.4% 

となってな夕、いずれも小さい。

なな、今副の調査結果からのものでは 7まいが、県下各地のヒラメ等の底釣D漁場の代表的な堆積

物を参考に示めすとフぎりとなりである。

4. ヒラメ等の底釣り漁場の堆積物

6日 - 0.3 0 1. 2 8 

0.8 5 

0.6 8 

0.8 6 

O. 6 7 5. 8 3. 7 

O. 9 3 5. 4 1 6. 7 

以上、 4つのクボループどとに堆積物の比較をなこなうと、 1と4とは粗砂が玉体をなしているこ

と、なよび、細粒堆積物の含有率がともに小さい点に公いでよく似ていることがわかる。そしてい

ずれも底鈎Dの好漁場である。

2と5とは中砂または細砂が主体を左し、しかも細粒堆積物の含有率がともに大きい点にないて
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よく似ている。そして、 いずれもま釣b。漁場と在ってい念い。

グ ループ別堆積物比較

深|粒径中央値liイ日立予±主1
60-90mi 1範囲 -0.15-0.85 

I þ'/~-7'[水

平均 7 4.5 

2 範 閉

平 均 6 9.ヲ

仁囲

5 平 均 7 4.口

範囲 56-120 I 
4 平均 i 8 0.5 m i 

0.2 3 

0.45-1.92 己主γ古三j
三ji:」fJ?ij

O. 9 5 

1.1日-2.0J 

1. 4 7 

-0.8口-O.i

-c 0 4 

甲崎以西の堆積物と甲i崎目、東の土佐積物とは j二述のと b 夕、明らかに異なるも 0である。

これを要約すれば、少左くとも本県の近海にお?V，ては、ヒラメ等'0;ま均 lJO好漁場。堆積物には

特徴があり、明らかにされたその特徴。ひとつは、細粒堆積物む含有J~ ノ'J;;:: V"I組定j、が王体の堆積物

であることにあると思われる。

今回の調査からは、湾入部l_)共i二j漁豆長潅漁場外トのかなタ広川海域からよ、 J;積物からみて底釣D

の好漁場らしいところを見出すことがでさなかった。

ただし、尻屋崎沖に近山ところはこプ):).R.Qで乏ハ。

左必、細粒堆積物。等含有率線を 22Sに Lめした。

関係地区C漁三長。概要(ま v三日つぎのと￡、タで必 r今っと:コJ主民♂乙~~三て設もアワこ\ コンブ、ワカ

メの生産量の多いととろで、円わタる採良、 i采葉漁村で各王 立た:: rンオミ潜心裂j)j船漁支 iCも大

雪ぐ依存しているところである。ただし、大;柏田Jlに l土これら J~零細漁之江まひに :μ ，- 7 Cトン級

。中型船が 43隻あ白、中型船Jて4ゐイカ均主ィイ.J議か主体と左っている。

関係地区Jにておな戸(げナゐ大主霊;旬魚、礁末利lリJ用土最も号顎起{係系深ν円、己 トン未濡。 rJ.)担'jJ主訟tιシ刀τ千町J一

とjな己示、Dである。

l 大塑漁協 _I~___~~~土
浦 1/ 3 4 

-LL  Jf-l 
浜 1/ 3 

二二一千|
計 一一一 720乞」
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とれによれば大畑町以西の地区に小型動力船が圧倒的に多いことがわかる。

関係地区の小型動力船の年聞の対象漁業は、各漁協によ b、また同一漁協内にかいても、各人に

よb異左るが、大間地区では夏季間のマグロ一本必に、易国聞から野牛までο地区は 6月から 12 

月までのスノレメイカ一本苅に大きく依存して凶る。

しかし、これらの地区辛子よびその他の関係地区にないて、年を通じ底的b漁業にかな D依存して

いる。

関係地区での底的bの重要魚種はヒラメ、カレイ、ブリ、マス、スス、キ、アフラザメ、ソイ、ア

イナメ、アンコウ、タコなどである。ブりなよびマスは浅層でも釣れるが底釣 bによってはか左 D

漁獲されている。これらり漁場にはそれぞれ優劣があるが、大間岬から尻崖崎までの沖にいくつか

あり、多くは共同漁業権漁場内にある。小型動力漁船の分布と多少関係があるためかもしらないが、

多く利用されている漁場はなもに甲崎以西に多加。大間岬沖から易圏間j中にかけては未然礁が多数

散在し、各JiJiに諸り漁場がある。

焼山崎から甲崎までのi中の水深 60m沙諸ら 90 mまでの範囲にはめだった天然礁が数箇所あり、

土佐積物は前記のとなタキ且砂が主体で、季節によ bヒラメ、カレイ、ブリ、マス、スス、キ、アプラザ

メ、ソイ、アイナメ、アンコウ、タコ念どが去来し、関係地区のなかで最も多く利用されている漁

場である。ここはまた、スルメイカなよびサパの深円，1::も友っている。

この付近は大間岬と尻屋崎とを結ぶ線上にあb、件;ζ東流する津軽暖流と沿岸流とが接して潮目が

できやすいところであり、プランクトン念ど餌料生物の多いところである。また、この近海の有用

水族ο餌料として重要な役割を果たしている体長数:cm-~口数cmのイカナゴが群棲している。イカ

ナゴは秋から初夏にかけてこの付近の湖自に渦を左して群泳しているのがみられ、また、)ま釣bの

鈎鈎にかかったD、持上げた底魚の胃中から多数見出される。

イカナゴがこの付近に多いのは、潮目ができやす〈、餌料生物の多いためと、イカナゴはもとも

と砂へ潜ぐる習性をもっているが、細粒堆積物の含有の少友い粗砂のところが、イカナゴ潜ぐるの

に適しているのも原因のひとつと bもわれる。

甲崎以東、特に湾入部の共同漁業権漁場外の中砂または細砂を玉体とする広範な陸棚平担面は従

来底釣bの漁場としてほとんど利用されてい左いととろである。有用水族の崎集すると ζろか否か

ははっきりわからさtいが、前記のとなb、底質から判断して、長時自にわたタ底釣bの好漁場とな

る期待の薄いととろとなもわれる。

焼山崎から尻屋崎までの沖の陸棚縁辺一帯はスルメイカの漁場と念っている。陸岸『亡近い下風呂

沖付近を除き、根拠地から遠いため、なもに数 1日トン級の中型船の漁場となっている。

多数の小型漁船の利用する好漁場は前記のとなD下風呂沖漁場であるが、この漁場に近い下風呂

漁協の総水揚高のうち、タナゴ、サヶ、ヤリイヵ、アワビ、海藻を除〈種類。大半がとの漁場であ

げられているので、とこでの主要魚種の漁期なよび漁場生産力を知るための参考として、下風呂漁

協の昭和 40年の月別、魚種別漁獲統計を 2表にしめした。要約すると、総水場高 5.70 0万円の

うち金額の多いj煩から、スルメイカ、ワカメ、+クラマス、ヒラメ、タコ、カレイ、などが揚げら

れ、総額に占める割合はつぎのとま;>9 ""tある。
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魚 種 比 率

ス Jレ メ イ カ 2 8. 6 ~ 

ワ カ メ 1 7.5 

サ ク フ -マ ス 1 6. 4 

ヒ フ メ 8. 1 

タ コ 7.日

カ レ イ 5. 1 

そ の 他 1 7.3 

計 1 0 O. 0 ~ 
L...ーー

また、 bも左魚種の漁期はつぎのと辛子bである。

種 類 漁 期 盛 漁 期 4民

ス Iv ;l イ カ 6 ，、~ 1 2月 7・8月 1 1月

ワ カ メ 6 '“' 7 6 

サ タ ラ "? ス ，、~ 5 2 ，、~ 4 

ヒ ラ メ 5 調、~ 5 1 0 ，、~ 1 2 

タ コ 1 1 ，、， 6 1 1 ，、~ 5 

カ ν イ 1 1 ，、~ 8 2 ，、~ 5 

プ リ 8 '‘・， 1 2 8 '‘・， ? 

ア プラ ザ メ 1 1 ，、~ 6 1 1 ，、~ 1 2 

ソ イ 1 ~ 1 2 6 

ア イ ナ メ 1 a、~ 1 2 5 

ス ズ キ 5 '‘・， 8 4 ，、， 5 

ア ン コ ウ 1 2 ，、~ 6 5 ，、~ 5 

~;j;，~、昭和4 0年の下風呂漁協への月別水場日数はつぎのとなタである。

各船の出漁日鮒ま 270日内外である。
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N 結論

大間岬から尻屋崎までの広範念海域のどとかー箇所に大型魚礁を設置するにるたb、まず考えら

れるととは、大間岬沖から易圏聞沖にかけては天然礁が多数存在するので、関係地区内の他の地区

に較べて人工魚礁造成の必要性が低いため、一応適地から外した方がよいということである。

したがって、適地は焼山崎から民屋崎沖までの間に求められること hなる。

大型魚礁はなもに鈎漁場を造成するものと考えられ、また、受益地区が数組合に及ぶζ とから、

設置場所が共同漁業権漁場外と走っているため、利用漁船は小型動力漁船が王体と左る。したがっ

て、適地選定代るたっては、既存の釣り漁場なよひツj、w.動力漁船の分布状況を重視する必要がある。

また魚礁の埋没なよび漁場形成は水深bよび底質と密接を関連がある。魚礁埋没については、風浪

なよびうねbによって起ζ る漂砂の影響の少左い水深 30m以深が望ましふまえ、泥場を避ける

必要がある。利用漁船が小型動力漁船であD、なもに手前りであるので、水深はあま b深〈左い方

がよく、少なくとも陸棚平担面の限界、すをわち、水深 120m以浅に設置する方がよいと考えら

れる。

既存漁場の位置と大型漁礁との関係、については、利用上あま D離れてい念い方が便利であ D、ま

た、設置した大型魚礁が魚場代念る可能性は、既存漁場に近い程、よ b大きいと考えられる。

いいかえれば、既存漁場からはるか離れた場所へ大君主魚礁を設置した場合、利用上不便であb、ま

た、有用水族の婿集しない危険がよ b大きいと考えられる。

以上のことがらを重視した場合、大型魚礁設置適地と t もわれるところは、下風呂沖漁場のj中側

のつぎの範間に求められよう。

つぎの 4線により囲まれたところく 3~I参照〉

1. 甲崎突端から日。の線

2. 甲崎突端から 4d'<2)線

3. 共同漁業権漁場の沖側の線

4. 1 20m等深線

上記場所は水深が 95 -1 2日m、底質が粗砂~中砂のところである。上記場所へ大型魚礁を設

置した場合の期待としてはつぎのととが考えられる。

1. 下風月j中漁場に近〈、他の場所へ設置した場合よタ利用度の大きい漁場に念る期待がもたれる。

2. 下風月沖漁場の沖側には天然礁が乏しいが、大型魚礁設置によ b人工礁ができること』左 b、

漁場ーが拡大され、また、下風呂沖漁場内の仲寄りが従来よ Dもよい漁場と左る期待がもたれる。

3. 大型魚礁付近へ蝿集する水族としては、下風月沖漁場へ来遊するものと同種のヒラメ、カレイ、

プリ、マス、スズキ、アプラザメ、ソイ、アイナメ、アンコウ、タコ念どが期待される。

4. スルメイカ漁場は陸棚平担面の縁辺に多〈形成されるが、，上記場所は陸棚平担面の縁辺に近〈、

しかもスルメイカは礁に虫再築する習性をもっているので、大型魚礁の設置により、スルメイカ漁

場として価値が高まるととが期待される。

左台、念のため、選定された場所の適格性を検討してみると、

1. 水泳が 95-120mであ夕、 ζの近海0小型動力漁船がふつう操業する水深と大差がない。

注 この近海ではソイ釣りの場合、ふつう水深 18 0 mまでのところで操業してか夕、また三厩

村二口漁場事Pよび大同町奥戸iヰ'<2)ヒラメ、東通村尻屋仰のプリ ο多獲水深は、 Wずれも水深

1 2 0視である。

2. J.忘質が粗砂または中砂で泥質の含有が微々たるものであ b、また、風浪辛子よぴうねりの影響の

及ばな肺水深であるので、漂砂などにより魚礁埋没する恐れが少ない。
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3. 潮流が年を通じていちじるし〈速いととろで左〈、操業に支障が念い。

4. 津軽海峡は機船底びき網漁業の禁止区域であトまた、選定されえ場所は下風呂沖の空縄の引

き釣D 漁場からか左 b 外れているので、大~魚雄投i量によ P 既存漁業が防害されない。

5. 選定場所は平担念ところであ b、また、説存漁場との関係位置が適切である。

6. 選定場所は受益範囲の小型動力漁船が多数分布プる地区に近〈、多数の魚船。利用に便である。

との地区の小型動力漁船。操業日数は年同 27 0 i:1内外に達し、また、選定場所の近くにある

下風呂沖漁場は年を通じて、多種類。有用水族が豊富に来遊するところで、大型魚礁周辺が漁場

とてどるととに期待が持てる。

7. 漁獲物。流通機構がわ i)¥てよ旧大畑港が近くにあり、下思月港も次第によく左つてな D、漁獲

物流通面から見て適地と同える。

参考資料

海上保安庁水路部 海底1Ai.1159青森港至函館港

H 特図An:6 日 75津諮海峡*深区i

星野通平 (1958) 日本近海大陸棚上。堆積物について L地al研専;報第 7号)

和達清夫 海洋の手典 95 -9  6頁 361-362頁

579頁-...5 8 1頁 584-585頁

藤本治義
} 編集地質学ハンドブック 1 4頁 8 8 - 9 口頁

柴 田 秀賢
275-276頁

467-471頁
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